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平田：平田です。よろしくお願いします。今日
の演題に私が相応しいかどうかよくわからない
のですけど、メインは大迫先生がこの後きちん
とお話をして、私は前座というか賑やかしみた
いなものなので、そんな感じでお聞きいただけ
ればと思います。ご紹介いただいたように、本
職は劇作家・演出家です。ちょっとだけ自己紹
介のスライドも持ってきました。こういう作品
を作って皆様にお届けするのが一番の仕事です。
　これは、2002年の日韓共催のワールドカップ
の時の記念事業で、日本と韓国の両方の国立劇
場の合同で作った作品ですね。中央が三田和代
さん、その右がペク・ソンヒ先生という韓国の
人間国宝クラスの俳優さんに出ていただいて、
日韓両国で大きな賞を取る作品になりました。
　これは私の代表作で東京ノートという作品が
あって、世界15か国語ぐらいで翻訳されて、世
界中で上映させていただいているのですけど、
それの日韓版ですね。手前の 2 人は韓国の俳優
さんで、奥の 2 人は日本の俳優さんです。
　これは同じ東京ノートのフランス語版です。
昨年は台湾とそれからバンコクで、今年はフィ
リピンで同じ作品を作ることになっています。
平田　オリザ
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れが本人ですね。
　こっちが彼のアンドロイドです。この人どれ
くらい変かというと、自分にそっくりなアンド
ロイドを作ったんですけど、アンドロイドは年
とらないですよね、でもこっち年取ってくるん
で、だんだん離れていっちゃいますね。それで
どうしたかというとこっち側が整形しました。
こっち直すのが300万くらいで、こっち直すの
が30万くらいだったんでリフトアップしたりし
ました。
　これはフランスでロボットを使って作った作
品ですね。イレーヌ・ジャコブさんというフラ
ンスを代表する映画女優さんに主演していただ
いて作った作品です。
　これはオペラですね。 3 年ほど前にハンブル
クに国立競技場で作ったオペラで、福島が舞台
になっていまして、防護服を着てお墓参りに行
くシーンで、これラストシーンですけどそれで
終わると。こんな仕事をしてきました。
　これは日本とフランスとイランの 3 ヵ国合同
で作った作品ですね。真ん中にいるのはイラン
の俳優さんです。これもフランスの国立劇場の
依頼で、フランスで作った作品です。
　これが本業なんですが、小説も書いていて、
数年前に、ももクロの主演で映画化されたのを
ご覧いただいた方もいらっしゃるかと思います。
　それから、大 阪 大 学 ではロボットとかです
ね、これアンドロイドでこっちがアメリカ人の
女優さんですけれども、こういう仕事もしてい
ます。
　みなさんテレビでマツコロイドとかご覧にな
ったと思うんですけど、あれを作った石黒浩と
いうちょっと危ない教授がいましてですね、こ
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　今日はこの大学でどんな授業をしているかと
いうところから入っていきたいんですが、これ
は一番古くから使っているテキストなんです。
これ列車の中という設定でこの A さんと B さ
んがいて、そこに C さんが 入ってきて 席 を 譲
りあったりしながら「旅行ですか」と声をかけ
るというものなんですね。
　これは簡単に見えるんですけども、高校生が
やると意外に難しくて、初対面のはずなんです
けど妙に馴れ馴れしくなってしまって、「旅行
ですかー」となってしまったり、あるいは逆に
高校演劇とかやっている人は一生懸命に「旅行
ですか！」とか聞いてしまったりするんです。
それで最初のうちは何で上手くいかなかったか
わからなかったんです。それまではプロの俳優
としか仕事したことがなかったので。20年ほど
前からこういう仕事始めたんですけれども。そ
れで高校生たちに聞いたんですね、「なんでう
まくいかないのかなぁ」と。そしたら、「初めて
会った人と話したことがないから」と言うんで
すね。最初は誰でも初対面だろ、と思うんです
けど、要するに他者との接触が少ないというこ
とです。そのうちにカルチャーセンターとかで
も教えるようになって。そうすると日本の社会
人の方でも結構苦手な方が多いということがわ
かってきまして。日本の中高年の男性ですと、
席の決まった宴会ならいいけどカクテルパーテ
ィーは苦手という人、結構いますよね。名刺出
してなんとか商事のなんとかですと言って。あ
　一方で私、小学校と中学校の国語の教科書を
作るお手伝いをしてきたので、今も大体年間で
30校から40校ぐらいは小学校中学校でこういう
授業もしております。
　それから大学ではこんな感じでいつもワーク
ショップ型の授業をしています。
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らっしゃいませんか？さっきもうちょっと挙げ
ていたでしょ。そうですね、もちろんですね、
最初におっしゃっていただいたように、まず自
分の体調とかというのはありますね。あんまり
落ち込んでいるとき話しかけない。しかし相手
によるとかタイミングとかきっかけがあればと
か、そういうことがあると思うんですね。先程
「自分から話しかける」と手を挙げた方でも相
手がすごく怖そうな人なら話しかけないと思う
んですね。ここら辺から入れ墨とかのぞいてい
たら話しかけないと思うんですね。「旅行です
か」って違うと思いますから。一方で話しかけ
ないと多くの方が手を挙げたんですけど、この
C さんが赤ん坊を抱いていたりして、赤ちゃん
がじゃれついてきたりしたら 何 か 言 いますよ
ね。かわいいですねとか。かわいくなくても。
なんか言わないと今度はこっちが怖い人だと思
われちゃうんで、何か言います。やっぱ相手に
よるという要素が非常に多いわけですよね。
　これ全く同じワークショップをオーストラリ
アの大学でやった時にですね、「どんな場合に
話しかけますか」と聞いたんですね。そしたら
「人種や民族による」という答えが返ってきた。
ワークショップっていろんなところでやってみ
るものだなと思ったわけです。私はこういうの
が仕事なので、同じ授業をこの20年間に1000回
ぐらいやっているんですけど国内で。でもそん
な答えは返ってこないですね。というか、返っ
てきたらびっくりしますね。日本の高校生が、
「はい、人種によると思います」なんて言った
らすごい高校生だなと思うと思うんですけど。
いま学長が多様性と言いましたが、しかしせい
ぜい 8 パーセントとかですから。そういうこと
はやっぱり考えないわけですよね。それがオー
ストラリアでたった 1 回やったワークショップ
でそういう答えが返ってきた。
　実はですね、ただこれは相手によるんじゃな
かったんですね。よくよく聞いたらこっち側だ
ったんですね。話 しかける 主 体 の A さんがイ
ギリスの上流階級の教育を受けた男性だったら
とは私と同世代ぐらいだと野球の話ですよね。
「今年も巨人は～」みたいな。あとはもう話題
がなくなって、みんなだんだん壁の方に下がっ
ていっちゃいますよね。
　みんな苦手なんだなということが分かってき
て、それ以来、参加者に聞くようにしているん
です。今日も皆さんに手をあげていただきたい
んです。そもそも今の大学生は列車の長旅がな
くなってしまったので、私たちぐらいまでは大
学生が北海道や九州旅行に行くときに10時間く
らい列車に乗るというのは当たり前だったんで
すけど、今は飛行機の方が安くて速いですか
ら。だから日本ではボックス席の列車とかコン
パートメントの列車も少ないので、こういう経
験自体ができないと思うんですが。例えば皆さ
んでいうと海外に行く飛行機の中で他人と乗り
合わせた時に、自分から話しかけるという方も
いらっしゃると思うんですね。自分からは話し
かけないと、話しかけられたら答えるけれども
自分からは話しかけないなという方もいらっし
ゃると思うんですね。それから場合によるとい
う方もいらっしゃると思うんですけど。ちょっ
と手を挙げてみてください。自分から話しかけ
る方だって方。ちょっとパラパラそうですね。
これだいたい日本では全国平均 1 割なんです。
今日もちょうどそんな感じですね。大体どこ行
っても 1 割で大阪だけちょっと上がるんですけ
どね。大阪もミナミの方行くと、ドーンと上が
るんですね。大迫先生は大阪ご出身の方で、よ
く分かると思うんですけど。今までの最高記録
は富田林の 6 割という記録がありますね。これ
は関西の方よく分かると思うんですけどね。で
は自分からは話しかけないという方は。これも
過半数、 7 割から 8 割いってますね。では場合
によるという方。どんな場合ですか？「自分の
気分による」ですか。ちょっと若い方に聞いて
みましょうか。「聞 きたいことがある」ですか。
ほかに「場合による」の方はいらっしゃいます
か？こういう時、下げちゃうんですよね。「目が
合ったタイミング」ですね。あとはどなたかい
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のがある」と。要するにわざわざそんなことを
言うことは何かほかの意図があるのではないか
と勘繰られる。まあホテルならともかく、デパ
ートのエレベーターなんかで他人から声かけら
れたら相当緊張しますよね。なんか売りつけら
れるんじゃないかと思いますね。要するに緊張
する場面が真逆になっていることが分かると思
うんです。私は去年、台北大学で講演会をした
時にこの話をして、台北の日本語学科のトップ
の先生がずっと同時通訳してくださったんです
けど、「含 むものがある」というときに 止 まっ
ちゃったんですね。「それは中国語にはありま
せん」と。日本語が堪能な方なんですよ。もの
すごく。そのくらいに日本独特の表現なんだと
思います。それは、意味は置き換えられると思
うんですよ。しかしその「含むものがある」を
ジャストで翻訳するというのは非常に難しいと
いう事なんだと思います。
　さてこれは文化の違いであると。だから当然
良し悪しではないし、まして優劣ではない。優
劣として考えるなら150年前に遡ってお雇い外
国人雇ってもう一回私たちコミュニケーション
について 学 ばなきゃいけないわけですけれど
も、そういうものでもないだろうと。じゃあほ
っといていいのかというと、そういうものでも
ないわけですね。いくつか 問 題 があるわけで
す。 1 つは、日本もそうも言っていられない社
会になってきたということです。先程学長から
のお話もあったように、大体どの大学でも、こ
れからは 1 、 2 割は留学生に入っていただかな
いと大学が潰れる時代になります。企業でもで
すね、メーカーさんなんかはソニーとか富士通
さんとかもう 2 割 3 割が外国人を採るというこ
とが普通になってきています。そうするとです
ね、今までのように「日本人ならわかってよ、
日本人なら察してよ」というコミュニケーショ
ンだけでは最早やっていけなくなるだろうと。
もちろん日本人同士でも価値観が多様化してい
きますから、相手が分かってくれるということ
を前提にしたコミュニケーションだけでは社会
ば話しかけないのではないか。イギリスの上流
階級では人から紹介されない限り、他人と話し
てはいけないというマナーがあるので話しかけ
ないんだと。だから、あいつらお高くとまって
いるんだというオーストラリア人のイギリス人
に対する偏見も明らかに入っていると思うんで
すけど、そういうマナーがあることは事実なん
ですね。一方で皆さんもご承知のようにオース
トラリアとかアメリカとかカナダとか、やたら
話しかけてくるわけですね。アメリカでも東部
よりも中西部・西部の方が圧倒的に話しかけて
きます。開拓からの歴史が浅くて、自分が相手
にとって安全な人間だということを早くアピー
ルしなきゃいけないような風土が残っていると
話しかけてくるのではないかと思うんですね。
　僕がよく学生たちに説明するのはですね、ア
メリカに行ってホテルに泊まって、知らない人
とエレベーターで他人と乗り合わせて無言とい
うことはないんだと。Hi, How are you と 言 う
と。言 わないまでも 目 で 微 笑 みあったりする
と。じゃあ日本人はどうですかね。エレベータ
ーに乗るとみんなこう上の表示を見ますね。見
ないでも上っていくのになんとなくこう見てし
まう。じゃあエレベーターで話しかけるアメリ
カ人は大変コミュニケーション能力が高くて、
話しかけない日本人はコミュニケーション能力
のないダメな民族なんでしょうか。そういう話
でもないと思うんですね。これは文化の違いな
わけです。アメリカという多民族国家は、狭い
空間の中に色んな人が閉じ込められると、はや
く自分が相手に対して敵意を持っていないとい
うことを、わざわざ声や形にしてはっきり表さ
ないとストレス・緊張感が溜まってしまう社会
なわけですよね。今日は外国の方もいらっしゃ
っていますけど、 8 割 9 割方は日本で生まれ育
った方かと思いますが、私たち日本人は島国・
村社会でのんびり暮らしてきましたので、そう
いうことをわざわざ声や形にして表すのは野暮
だという文化の中で育ってきました。
　日本語には上手い表現がありますね「含むも
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けです。でもですね、別にマナーとして考える
んならナイフとフォークの使い方がうまいやつ
が人格が高潔なわけではないですよね。多少の
連関はあるかもしれないですよ、丁寧とか。で
も世の中にはナイフとフォークの使い方すごく
うまいけど嫌な奴はいくらでもいますよね。関
係ないんですよ、そんなものは。だからマナー
として覚えとけばいい。そんなものは恐るるに
足らずだと。それを恐れる必要はない。世間が
言うグローバル・コミュニケーションスキルな
んてものは恐るるに足らずだと。ほんとに君た
ちが恐れないといけないのは、学生に向かって
ですよ、君たちが恐れないといけないのは、謙
虚にならないといけないのは、この文化の多様
性 の 方 なんじゃないかと。コミュニケーション
の多様性の方なんじゃないかと。アメリカでは
Hi, How are you と言わないとちょっと変な目で
見られる。でも同じ英語使っていてもイギリス
はある階級では話しかけたら失礼になる。こん
なこと全部覚えておくことできないですよね。
あるいは全部覚えるのは AI に任せればいい。
AI はいくらでも覚えられますから。人間がや
らなきゃいけないのは、さあ次に行く国はどん
なコミュニケーションなんだろうという好奇心
と、そして謙虚さだと思うんです。この好奇心
と謙虚さこそが本当の意味でのグローバル・コ
ミュニケーションスキルなんじゃないかという
ことを僕はコミュニケーション教育の最初の授
業で学生たちに言います。スキルの部分・マナ
ーの部分と根底の人間性の部分を混同してはい
けない。これをきちんと切り分けて、そして学
びにつなげていこうということです。
　その前提で今日の話も聞いていただきたいん
です。話を元に戻すと、アメリカ・オーストラ
リアはよく話しかけると。それでイギリスはで
すね、同じ英語を使っていても古い社会なんで
階級とか住んでいる場所によってずいぶん英語
のイントネーションとかが違いますよね。そう
すると、おそらく相手を紹介してもらわないと、
どんな英語で話しかけていいのかが定まらない
が持たなくなっていくだろうと。
　問題は 2 つあると思っています。 1 つは、そ
れを私たち教育に関わる人間はですね、そこら
辺の居酒屋談義で済ますのではなくて、八王子
の居酒屋でサラリーマンたちが「これから日本
も大変だよな TPP も来るし」みたいな話では
なくてですね、ちゃんと学生一人ひとりが今ど
んなグローバル・コミュニケーションスキルが
必要なのか、あるいはその子は十年後にどんな
グローバル・コミュニケーションスキルを必要
とするのかということを細かく見ていってあげ
なきゃいけない時代になってくるんではないか
ということなんです。そうはいっても日本は豊
かで暮らしやすい国ですから、全員が全員、海
外に出て戦う必要はないと思うんです。だから
本当にどんなスキルが必要なんだろう。ただ単
に英語でディベートできればいいのかと。観光
業につく人が外国人とディベートされたら困り
ますからね。そうすると本当にその子にとって
学生一人ひとりにとってどんなコミュケーショ
ンスキルをつけていってあげなきゃいけないの
か、きめ細かく見ていくような時代になってい
くであろうということが一つあります。
　もう一つはですね、僕が学生によく言うの
は、今日は文科省から来ていらっしゃる方もい
るかもしれませんが、まあ、いま文科省はグロ
ーバル・コミュニケーション、グローバル・コ
ミュケーションというけど、そんなものたいし
たものではないと。あれは大体アメリカン・コ
ミュニケーションだし、だからそれは「アメリ
カに 行ってホテルに 泊 まったら Hi, How are 
you? と 言っとけ」ぐらいで 覚 えとけばいいん
だと。そんなものはマナーとして覚えとけばい
い。コミュニケーションの 8 割方は文化に根差
したマナーなんです。だからそれはマナーとし
て覚えておけばいい。ところがですね、日本の
先生方は真面目なんで、このコミュニケーショ
ン教育を人格教育と混同してしまうんですね。
そうするとコミュニケーションのできない奴は
人格の劣ったやつという扱いになってしまうわ
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そんなことないんで、やっぱり失礼に当たるわ
けですよね。だから僕は韓国の同世代の女性と
会ったときにはですね、「学生時代、デモは大
変でしたか」とか、搦め手で相手の年齢を推測
してますね、そこからコミュニケーションを取
るという――面倒くさいですね。これは逆のこ
ともあります。今日本から韓国に行く観光客の
8 割は女性と言われています。韓国に行った日
本女性がですね、韓国の男性からいきなり年齢
を聞かれて不愉快な思いをしたという報告がよ
く政府観光局に届けられるんですね。でもこれ
韓国の男性からするとしょうがない。年齢を聞
かないとコミュニケーションが始まらないよう
な言語体系になっているからですね。こういう
風に、話しかけるという行為 1 つとってもお国
柄とか民族性とか国民性というものが現れま
す。アイルランドの大学でワークショップをや
った時には、いきなり全員が話しかけるという
方に手を挙げたんですね。だから「場合によ
る」という話ができなくなってしまった。アイ
ルランドは本当に気さくな国で、ギネスビール
発祥の地ですからパブで立ち飲みでビール飲ん
でると 本 当 にみんな 話 しかけてくれるんです
ね。イギリスとアイルランドは隣の島でもこん
なに違うわけですよね。僕は相当後から知った
ことなんです、アイルランド人がそんなに気さ
くに話しかけてくるというのは。アメリカの古
い映画なんか見ていると、アイリッシュ系の移
民というのはすごく話しかけてくるというキャ
ラクターなんですね。でも日本人見ててもそれ
は分かんないんですよね。アメリカ人が見て、
こう話しかけて来るのはもうアイリッシュとい
うぐらいに直結したキャラクターにイメージに
なってるということなんですよね。
　私たち演劇人は台本をもらうと役作りという
ものをします。この人は上品な人なのかな、ガ
サツな人なのかな、教養のある人なのかな……
色々考えながらセリフを言いますね。今問題に
なっているのは「旅行ですか？」といセリフで
す。簡単なセリフですよね。英語に翻訳しても、
んだと思うんです。だからちょっと話かけにく
い言語なんだと思うんですね。そうやって考え
ていくと、日本語もちょっと話しかけにくい言
語で、日本語とか韓国語とかは敬語が発達して
いますから、相手との関係が決まらないと中々
話しかけにくいんですね、初対面の方に。特に
韓国語は、年齢による敬語が厳しいんですね。
私は少し韓国語喋るんですけれども。韓国語の
場合はですね、一つ年上でも敬語で話さなくて
はいけません。日本語はどちらかというと社会
的な関係で敬語が決まります。例えば皆さんの
小学生くらいのお子さんがいたとして、その先
生が皆さんより年下でも学校の先生には敬語で
話しますよね。それは先生という社会的地位に
対して敬語で喋ってるわけです。しかし韓国は
そうはいかないですね、年齢で決まります。も
ちろん韓国も近代化の過程で、これが今すごく
大混乱に陥ってるわけですけれども、基本的に
は年齢で決まります。いずれにしても、封建社
会ならそれでよかったんですよね。関係が固定
してますし、みんな知り合いだから。しかし今
は私たちは同世代の人と初対面で会うなんてこ
とはしょっちゅうあります。そうすると韓国の
方と会うと本当に困るんです。この人、僕より
年上だったかな年下だったかな。これを間違え
ると後で失礼なことになる。ところが言語とい
うのは上手くしたもんで、韓国語の場合にはで
すね、相当早い段階で相手の年齢を聞くという
習慣があります。大体挨拶のすぐあとぐらいに
「何年生まれですか？」と聞くんですね。これ
は向こうは数え年なんで数え年と満年齢でまた
誤解が起こるとまずいんで、大体何年生まれで
すかと聞きます。たまに干支で聞いてくる人い
るんですけど、干支で一周間違えるとますます
悲惨なことになっちゃいますから。最近わかん
ない人いますからね美魔女みたいなね。大体何
年生まれで。これで解決するんですが、女性に
はやっぱり聞けないですよね。韓国の女性は年
齢聞かれるのを嫌がらないというんですけど、
昔はそうだったのかもしれないですけど、今は
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いませんか。
（会場からの答え。）なるほど。明らかにこっち
も上流階級だと分かったと。いいですね。他は
どうでしょう。
（会場からの答え。）A さんがですね、入国管理
とかのチェックの人。しかし、多分、貴族出身
で入国管理官にはならないかと。他はどうでし
ょう。ほか、いらっしゃいませんか、どなたか。
まあ色々あると思うんですね。「なんか怪しか
った」とかね。「挙動不審だったからちょっと
話しかけてみた」とかですね。あるいは「C さ
んがすごく美しくてもうマナーを破ってまでも
話しかけたいくらい美しかった」とか色んな答
えが出ます。この間ある高校でやった時にすご
く良い答えがありました。「A さんが馬鹿だか
ら」という 答 えがありました。A さんはイギ
リスの上流階級の教育を受けたんだけど馬鹿だ
から話しかけてしまう。これすごくいい答えな
んですね。何故かというとまずはその発想が良
いですよね。皆さんずっと話かける理由ばっか
り真面目に考えたでしょう。でも単純に馬鹿だ
ったという、その発想というか全然違う切り口
で 来 たというのがまず 良 い。もう 一 つはです
ね、このシチュエーションをイギリスの観客が
見 てたらこのセリフの 言 い 方 によってはです
よ、「旅行ですか？」の一言で爆笑になるかも
しれないんですよ。この後この貴族のボンボン
の馬鹿息子の A さんが無理して旅行に出てき
た珍道中が始まるんだなというメッセージをイ
ギリスの観客なら受け取るかもしれない。ある
いは、この C さんがさっき 言ったようにすご
くきれいな女優さんが演じていれば、この後こ
の A さんと C さんの身分を超えたラブロマン
スが 始 まるんだなという 情 報 を、「旅 行 です
か？」というセリフの一言で受け取るかもしれ
ない。日本人はそんなこと思いもしないですよ
ね。僕も思いもしませんでした、僕が書いた台
本ですけど。ここが異文化と接触するときの面
白いところであり、面倒くさいところであり、
難しいところでもあります。
フランス語に翻訳しても、意味の取り違えよう
のない簡単なセリフです。でも、そもそもこの
A さんが何人なのか、あるいはこの台本を書
いたのがどこの 国 の 人 なのかによって、この
「旅行ですか？」というセリフの書かれた意味
は随分変わってきます。セリフの意味は同じな
んですけどセリフの書かれた意味が随分違って
きます。この A さんがアイルランド 人 だった
ら普通の人ですよね。だってみんな話しかける
んですから。100パーセント 話 しかける。この
間、フィリピンから来た留学生に聞いたらこの
シチュエーションで話しかけなかったら失礼だ
と言っていました。120パーセント話しかける。
この間イタリアから来た留学生に聞いたら、相
手が女性だったら100パーセント話しかける、
と。でもね、これも 彼 らは、「いや、これは 俺
たちのマナーなんだ」と。おばあちゃんでも話
しかける。相手を女性と認めていないことは失
礼にあたることになるから話しかけなきゃいけ
ないんだと言い張っていました。そして、もし
A さんが日本人ならばこの人ちょっと積極的
な人、ちょっと図々しいぐらいの人、あるいは
大阪人、という役作りをして、これ関西弁でや
ると意外とうまくいったりするんですね。そう
いう役作りをしないと上手く言えないはずなん
です。
　さて、クイズです。もしこの A さんがイギ
リスの上流階級の教育を受けた男性だったとし
ます。すると今度は話しかけてはいけないはず
なんです、マナーとしては。でも台本には「旅
行ですか？」と書いてある。ということは作家
は何か別のメッセージを込めて、この「旅行で
すか？」というセリフをわざわざ書いてるはず
なんですよね。これをよく僕はいろんな高校で
「国語の立体化」と呼んで実際にやってもらい
ながら、このクイズを出すんですけど。さあ、
どうでしょう、どなたかいらっしゃいますか。
なんで作家はわざわざ「旅行ですか？」と書い
てるんでしょう。なんで A さんは「旅 行 です
か？」と言ってしまったんでしょう。どなたか、
12
きました。それで「コンテクストのズレ」はで
すね「コンテクストの違い」に比べても、落と
し穴になりやすいんじゃないかということです。
　違いというのは何かというと、文化的な背景
が全然違えばもうちょっと気を付けると思うん
です。例えばチェーホフさんという作家がいま
す。チェーホフさんはですね120年前のロシアに
生きていた作家なんで、私たちには全然意味の
わからない台詞が出てきます。例えば「銀のサ
モワールでお 茶 を 入 れてよ」なんて 出 てきま
す。この中で銀のサモワールでお茶を入れたこ
とがある方、多分いると思うんですけど。いな
いですか？いた！どこで？（回 答）ウズベキス
タンで、はい。あと、いないですか。どこで、
ですか？（回答）シリアで、そうですか。一挙
に 2 人増えた。僕は22年間このワークショップ
やっていて56人目と57人目です。ものすごい微
妙な数字です。 1 年間に大体 2 人 3 人増えてい
くんですけど今日一気に 2 人増えましたね。そ
の57人のうちの 6 人はロシア人、 3 人はリトア
ニア人、 1 人はポーランド人でしたけども後は
日本人です、あとの47人。そのなかの一人にで
すね大阪芸大の教授を長くなさった秋浜悟史先
生、皆さんの身近なところでいうと、「あまち
ゃん」の太巻さんをやった古田新太さんなんか
を育てた非常に有名な立派な先生がいらっしゃ
る。もう亡くなられたんですけれども。昔の新
劇の大御所の先生ですね。昔の新劇の方は真面
目だったんで、わかんないことがあるとですね
百科事典調べたりとかロシア料理店に行って触
らせてもらったり、サモワールはこんな紅茶を
入れる壺みたいな機械なんですけど触らせても
らってそれを演技に反映する。これがリアリズ
ム演劇の考え方ですね。私たちのような小劇場
とかアングラ出身の人間は、分からないセリフ
は早口で大声でいうということになってますか
ら、適当にごまかすんですけど、でも、ごまか
すなりに考えていて、どう考えているかと言っ
たら、「サモワールってなんだよ、分 かんない
な……でも分かんないから適当に言っとけ」と
　僕は東京芸大の教授もしているので、芸大生
はいずれ世界で活躍したいんですよねアーティ
ストとして。それで僕はよく学生たちに言うの
は向き不向きがあると。僕はずっとヨーロッパ
で20年くらい仕事をしてきましたので若いアー
ティストがたくさんヨーロッパに来て仕事をす
るのを見てるとですね、向き不向きがある。向
いてないやつはですね、「なんでそんな 風 に 思
うんだよ」とキレちゃったりとか、それが繰り
返されると「どうせ分かんないだろう」と諦め
てしまうんですね。向いている奴というのは、
「そんな風に思うの面白いね」と楽しめる。要
するに自分の解釈を押し付けるんではなくて、
自分と全然違う解釈、自分の作品であっても自
分と違う解釈をされたときにそれを楽しめるか
どうかということが大きい要素なんですね。ま
だ芸大生、学部生ですと20歳前後ですから、ま
だまだ変われるし成長できますから、できれば
こういうことを楽しめる人間になってくれと。
異文化と接触してそれを楽しめる能力こそがグ
ローバル・コミュニケーションスキルと言って
もいいんじゃないかというような話を芸大生た
ちにはよくします。
　さて、皆さんは何十年か生きて、話し言葉の
個性というものがあります。それから言葉から
受けるイメージも様々です。こういうものを社
会 言 語 学 なんかではコンテクストと 呼 びます
ね。俳優には俳優のコンテクストがあります。
劇作家には劇作家のコンテクストがあります。
いま問題になっているのは「旅行ですか？」と
いう台詞ですね、簡単な台詞です。でも高校生
がやると上手く言えない。上手く言えなくて当
然なんですね。高校生に聞くとですね、95パー
セントは話しかけない方に手を挙げるんです、
高校生は。だからこれは簡単に見えるけど、こ
の「旅行ですか？」という台詞は、その子のコ
ンテクストの外側にある台詞だということ。も
っと簡単にいうと、簡単に見えるけどその子が
普段使ってない言葉だということです。こうい
うものを私は「コンテクストのズレ」と呼んで
13基調講演① 第 4回創価大学教育フォーラム
ですが、関心がないんですよね。大体特に欧米
の人は脱がないから関係ないんですよね。要す
るに、「揃 えたほうがきれいじゃん」ぐらいな
らまだいいんですけど、「揃 えたほうがきれい
に決まってるじゃん」となると、これは思考停
止ですよね、決まってないですから。日本人以
外の70数億人は全くそんなことには関心がない
わけですから。もしこれが誰にとっても便利だ
ったり、誰にとってもかっこよかったり、誰に
とっても美しかったりすれば、これは文化では
なくて文明になって民族や国境を越えていきま
す。
　例えば漢字というのは、とてつもなく便利だ
ったので中国人だけではなく韓国の人々も私た
ち日本人もベトナムの人々も全く文法は違うけ
れども漢字を採用しました。これは文明ですよ
ね。国境や民族を超えて広がっていく。しかし
文化は固有の美的感覚ですから、他者に強要す
ることはできないんです。これを強要しようと
すると「文化侵略」になってしまう。だって揃
えて 反 転 させてもなんもいいことないですよ
ね。0.5秒くらい早く帰れるだけですよね。関
係ないんですよ。
　もう一つの問題点は、欧米の方が靴脱ぎ散ら
かしたときに私たち揃えてあげますね、しょう
がないなと思って、その時あまり不愉快になり
ません。それは欧米の方たちに対するコンプレ
ックスではなくて、相手がそのルールを知らな
いということを自明なこととして私たちは知っ
ているから。相手が知らないということを知っ
ているから。でも、なまじ靴を脱いで家に上が
るという文化を共有していると、当然相手も同
じ行動をとると思ってしまいます。そして同じ
行動をとらないとそれが野蛮に見えたり、悪意
があるように見えたりする。だから近い文化の
時ほど誤解が起きやすいということなんだと思
うんです。じゃあ、どうすればいいか。結局で
すね学生たちによく言うのは、君たちぐらいの
若いうちにたくさん国際交流をしてやっぱりズ
レに見えるけど違いなんだよねと。この違いを
いう風に考えている。「考えている」が言い過
ぎだとすれば、この 壁 は 意 識 しているわけで
す。でも「旅 行 ですか？」って 何？とか、「旅
行ですか？」ってどう言えばいいのかとか意識
しないですよね。意識しないでポロッと言って
しまうから失敗する。演劇は他人が書いた言葉
をどうにかして自分の体から出てきたかのよう
に、自分のコンテクストの中にどうやって取り
込むかという技術です。俳優の技術というの
は。だとすれば 高 校 生 にとっては「旅 行 です
か？」も「銀のサモワール」も同じように難し
いはずなんですけども、難しさを意識できない
分、「旅行ですか？」の方により落とし穴があ
るんじゃないかということなんです。
　異文化理解も同じだと思うんですね。例えば
今、日韓・日中の関係ここ 7 、 8 年ギクシャク
してますが、どこでも隣の国とは仲悪いです
ね。シンガポールとマレーシアも仲悪いし、ト
ルコとギリシャも仲悪いわけですけど。領土問
題とかもあると思うんですけど、一つにはです
ねやっぱり文化が近すぎるということもあると
思うんですね。例えばですね、こういうことが
あります。私たちは靴を脱いで人の家に上がる
ときに揃えて反転させてこう上がりますね。こ
れを韓国の方は結構嫌がる方多いんですね。韓
国の方からするとですね、そんなに早く帰りた
いのかと思うそうなんですね。でもこれは靴を
脱いで家に上がるという文化を共有してるから
起こる摩擦ですよね。初めて日本に来た欧米の
方を招いたときにはここで靴脱いでというとこ
ろから 始 まるわけですよね。しかも、ほぼ100
パーセント脱ぎ散らかします。文科省がグロー
バルスタンダード、グローバルスタンダードと
いうなら、まず学生が靴脱ぎ散らかすことから
始めなきゃいけなくなりますね。まあそういう
もんでもないわけですけど。要するに揃える、
ましてや反転させるというのは日本固有の文化
なんです。あれを美しいと思うのも日本人だけ
です。私も美しいと思います、日本人ですから。
別に他の人は、醜いと思っているわけではない
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ですよね。「相 手 による」ということだったわ
けです。でも困りますよね。C さん役になった
人。「話 しかけられやすい 演 技ってなに？」と
なる。体鍛えてもダメですよね。体鍛えて頑丈
になったら話しかけにくくなってしまいますか
ら。そこでこういうものを関係とか環境の問題
としてとらえようというのが90年代以降に出て
きた新しいコミュニケーション教育の考え方で
す。話しかけやすい環境になっているか、話し
かけやすい場づくりができているのかというこ
とです。
　先程ご紹介があった私が所属していた大阪大
学コミュニケーションデザインセンターとはま
さにこういう思想をもって生まれた、世界でも
非常に珍しい教育機関です。私たちはですね、
文科省からは科学者の説明責任をつけなさいと
いうことでこういう機関を創ったんですけど、
大阪大学としてはですね、ぺらぺらと説明の上
手い医者や科学者を育てる事にはあまり意味は
ないと考えました。というよりも、そういう説
明の上手い医者や科学者は東大さんや京大さん
に任せて、阪大はどうせ NO.3の隙間産業だか
ら、もうちょっと「本当に役に立つ」科学者を
創ろうと。本当に大事なことは、患者さんがお
医者さんに質問がしやすいような椅子の配置に
なっているかどうかとか、壁 の 色 はどうかと
か、天井の高さはどうかとか、受付から診察室
までの道のりが患者さんを緊張させていないか
どうかとか、こういうデザインの 問 題 ですよ
ね。あるいは医療過誤が起きにくいような組織
になっているかどうか、事故が起きたときに下
から上にちゃんと情報が伝わるかどうか。これ
は情報とかデザインの問題になってきます。あ
るいは病院の建物自体が患者さんを威圧してい
ないかどうか。これ建築のデザインの問題にな
ってきます。あるいは町の中で病院どこにあれ
ばいいのか、交通アクセス何がいいのか。これ
は街づくりとか交通行政のデザインの問題にな
ってきます。患者さんがお医者さんに質問がし
にくいのは、お医者さんが説明が下手だからで
顕在化させるということが大事なんじゃないか
と。これもちょっと日本人、今まで苦手にして
いたとこだったんですよね。違いを顕在化する
と「角が立つ」んですよね。私たち「丸く収め
たい」んですよね、日本人というのは。これも
非常に日本的な上手い表現ですよね。
　さて私は学部時代に韓国に留学したんで、も
う30数年のお付き合いなんですけれども、最初
の10年くらい知りませんでした、韓国の人が嫌
がっているというのを。韓国の人もいちいち言
わないですからね、「なんで 靴 揃 えるの？」と
か言わないですから。そういうものが積もり積
もって、あるとき領土問題とか出てくるとバー
って出てきて、「もう日本人は信用できない。
あの時も靴揃えたし」みたいにね。日本人の側
からすれば「そんな昔のことを」みたいになっ
てしまうから、やっぱりちゃんと顕在化させて
いった方がその時は角が立つかもしれないけど
最終的に大きな衝突、大きなコンフリクトを回
避できるんじゃないかということです。異文化
理 解 というのはギスギスするんだと 思 うんで
す。それを日本人は友好親善だけで上手くやろ
うとするから、逆にあとで大きなコンフリクト
を招いてしまう。そうじゃなくて、最初はよく
わからないところから出発する方が良いのでは
ないかということです。
　さて、ワークショップで実際にどうするかと
いうことなんですけども、A さんと B さんが
いて C さんが 入ってきてですね「旅 行 です
か？」と話しかける。皆さんが従来受けてきた
国語の教育ですと、当然この「旅行ですか？」
と 言 うのは A さんですから A さんが 一 生 懸
命、言い方を考えてきました。たとえば国語の
朗読の時間だったら気持ちを込めて丁寧に読み
なさいとか、演劇だったら腹式呼吸で綺麗に言
うとか、あるいは体を鍛えてパワーとスピード
で言うとか。丁寧も綺麗もパワーもスピードも
全部 A さんの努力、A さんの能力に関わって
きました。でも現実の社会はどうでしょう。話
しかけるかどうかの大きな要素は C さんなん
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さてどうでしょう、みたいな問題だったんです
ね。これも僕はよく今でもですね、中高生のア
クティブラーニングの授業の冒頭で使うんです
けど。もうちょっと 高 校 生 が 答 えやすいよう
に、「みんなの家の壁に落書きされて許せる場
合はどんな場合だろう、あるいは、公共施設の
壁に落書きをされて許される場合はどんな場合
だろう」と聞いてみます。僕を呼んでくれるよ
うな高校というのはアクティブラーニングが進
んでるところなので、比較的いい答えが返って
きます。例えば、綺麗だったらとか、子どもが
書いたらとか、すぐ消せそうだったらとか、価
値が出そうだったらとか。勿論「許せない」と
いう答えもありなんだよと言います。そうする
と結構真面目な女子の高校生なんかで許せない
という子もいるんですね。そういう子にはです
ね、「じゃあ嵐の桜井くんが書いたらどう」と
聞く、ほとんどの子は「じゃあ、いい」と言い
ます。これも答えですね、自分の好きな人が書
いたらとか。僕の気に入ってる答えの 1 つはそ
の壁が明日取り壊し予定だったらという。これ
良い答えなんですね。私たちは書く内容ばかり
考えていますけど、この設問にこの壁は明日取
り壊し予定ではないと書いてないんです。明日
取り壊し予定の壁に子どもが落書きして、それ
を怒るのはちょっと偏屈な大人ですよね。しか
しやっぱり教育的な意味もあるから怒った方が
良いという答えもありなんです。そして何千人
に 1 人とかなんですけどこういう答えが返って
きます。独裁国家だったら。命がけで在外公館
の壁に「打倒、○○体制！」と書いたとします。
それを民主主義国家に生きている私たちが、
「もう落書きなんかしょうがないな」と無邪気
に消せるかと。あるいはその犯人が分かってい
るときにむやみに突き出せるかと。突き出した
らその犯人は死刑になっちゃうかもしれない。
経済開発協力機構がわざわざ PISA 調査をやる
ということは、地球の裏側に行けば、国家体制
が違えば、落書きでしか表現できない人もいる
んだよということに思いを馳せる能力を15歳の
はなくって、患者さんがバス 3 台も乗り継いで
来 てヘトヘトになっているからかもしれませ
ん。こういう風に原因はどこにあるのか分から
ないわけですよね。原因と結果を一直線に結び
つけない考え方を複雑系と呼びますね。コミュ
ニケーションの問題を複雑系の視点で捉えたの
がコミュニケーションデザインという新しい学
問領域だと考えていただけたらいいかなと思い
ます。
　もう 1 つだけ。グローバル・コミュニケーシ
ョンスキルとは 何 かということでですね、
PISA 調 査 が 話 題 になるわけですけど、この
PISA 調査はご存知のように、15歳の子どもた
ちが世界中で受ける学力試験ですね。これが
2000年代に日本の子どもたちの成績、読解の科
目 が 8 位 からから14位、15位 とジリ 貧 になっ
て、これが学力低下問題の議論のきっかけにな
りました。ここらへんのところはちょっと端折
りますけれども、いくつか問題が発見されたわ
けですね。成績は実はそんなに日本の子達は下
がってなかったんですけど、白 紙 回 答 率 が 高
い。特に先程の、例えばもしこれがイギリスの
上流階級の男性だったらば、なんで「旅行です
か？」と 話 しかけたんだろうと。 さっき 複 数
の回答がありましたよね。複数の回答がある設
問に対して白紙回答率が高いと言われていま
す。今までの日本の教育というのは教員が正解
を抱え持って、それを当てさせるような授業を
してきたので複数回答があると子どもたちは何
を聞かれてるかが分からずに白紙で出してしま
ったのではないのかということですね。
　その中でもですね、日本の教育界にショック
を与えたのが「落書き問題」と言われる問題で
す。これもうお聞きになった事ある方多いと思
うんで端折って説明しますが、ある方がですね
「家の壁に落書きをされて困ってる」とインタ
ーネットに 投 書 しました。そうすると 別 の 人
が、「いやいや 落 書 きもアートじゃないか、世
の中には醜悪な看板が資本の力で設置されて
て、あっちを規制しろ」と、また投書しました。
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育と正反対なことが分かりますね。私たちは
「この作者の言いたいことは何でしょう。50字
以内で答えなさい。○か×か。」みたいに、イ
ンプットは相当狭められてアウトプットは個人
の自由だということで、作文とかスピーチとか
に任されてきたわけです。でも現実の社会はど
っちが近いですか。アウトプットがバラバラで
いいなんて会社があったら、あっけなく潰れま
すよね。しかしどんな企業でも若い多様な意見
が必要となります。だからそこでは誰がまとめ
たかが問われます。日本でもですね、話し合い
の 授 業 はたくさんあるわけですね。A さん B
くん C さん D くん E ちゃん色んな意見が出て
最終的に B という結論になったら、B という
意見を言った B くんが褒められます。あるい
はちょっとユニークな 意 見 を 言った E ちゃん
が褒められるかもしれない。でもフィンランド
では違うんですね。フィンランドではまとめた
F くんが褒められるんです。日本の授業で小学
校でいきなりこんな授業やったら子どもたち怒
ると思います。「えっ？F くん何も言ってない
じゃん、まとめただけじゃん」。でもフィンラ
ンドではまとめた子が一番成績がつくようにな
っているんですね。要するに、色んな意見が出
ることはもう前提なんです。民族や宗教が違い
ますから。私たち日本の教育関係者にはちょっ
と幻想があったと思うんですね。欧米は個性尊
重だと。だからユニークな意見を言った子が褒
められるんだと、だからユニークな意見を言え
る子をつくろうと。でもこれユニークでもなん
でもないただの違いですからね。この話すると
また日本の先生たち真面目なんで、「あー、金
子みすずですね、みんな違ってみんないい、で
すね」と言うんですけど、違いますからね。「み
んな違ってみんないいじゃなくて、みんな違っ
て大変だ」ということを言いたいんです。「み
んな違ってみんないい」ならほっとけばいいで
すよね。教 育 の 必 要 なんかないではないです
か。そうじゃなくて、みんな違って大変だから
どうにかしなければいけない。みんな違ってみ
子どもたちに要求しているんです。これが本当
の意味での異文化理解能力、グローバル・コミ
ュニケーションスキルだと思うんですね。英語
が喋れるとかということではなくて、異なる価
値観、異なる文化的背景をもった人が、なぜそ
ういう風な行動をとったのか、なぜそういう風
に語ったのかに思いを馳せる。全面的に理解す
るのは難しいかもしれないけれども、理解しよ
うとする、そういう態度こそがまず重要なんじ
ゃないかということです。
　こういう授業を先端的にやってきたのが北欧
のフィンランドで、フィンランドは PISA 調査
でずっと 1 位になって日本の教育界に大変ショ
ックを与えたわけです。フィンランドの国語の
教科書が翻訳されて出版もされてますのでもし
ご興味があったら読んでいただきたいです。お
もしろいのは各単元の最後が演劇的な表現にな
っているのが非常に多いんですね。今日のお話
の先を考えて人形劇を作ってみましょうとか、
今日読んだ小説で一番おもしろかったところを
演劇にしてみましょうとか、そういうものがす
ごく多いんです。これ何でそうなっているかと
いうと、フィンランドに象徴されるヨーロッパ
の国語教育の主流はですね、感じ方、インプッ
トは人それぞれ様々でいいと。同じ教室に宗教
や民族の違う子どもがたくさんいるわけだか
ら、「落書きなんかダメに決まってるじゃない
か」という人もいれば、「いや落書きぐらいい
いんじゃないの」という 人 もいれば、「いやう
ちのおやじ落書きしただけで10年つかまってて
この間やっと亡命できたんだよ」という子もい
るかもしれないです。なのでこれを言語規範と
して 1 つに強制するのは無理だと。そうして宗
教とかが違った場合、教育でこれを統一するこ
とは危険でさえあると。だからインプット・感
じ方はバラバラでいい。しかしそのバラバラな
人間がいずれ社会を構成しなければいけないの
で、アウトプットはきちんと一定時間内に出し
なさいというのがヨーロッパの国語教育の主流
な訳ですね。これは私たちが受けてきた国語教
17基調講演① 第 4回創価大学教育フォーラム
論出さなければいけないことと、とことん話し
合わなければいけないことを区別できるように
なるのが大人になるということなんだよ」とい
う話をします。もう 1 つは、「もう 1 つ難しい
ところがあったよね。それは、今日は劇をつく
る授業だから論理的に相手を説得できるとは限
らないんだ」ということです。何をおもしろい
と思うかは人それぞれだから、これは完全に人
を説得することはできないんだと。イチゴが好
きな子をメロン好きにできないですよね。メロ
ンが好きな子をイチゴ好きにはできないですよ
ね。お前メロン好きになれとか、論理的にこっ
ちの方が栄養価が高いからとか。でも、君たち
兄弟がいて 3 時のおやつ何にすると言われて喧
嘩してたらどっちも出ないよねと。だから 3 時
のおやつだったら、 2 時半ぐらいまでに話し合
って結論をだして報告までしないとお母さん買
い物に行けないんだと。例えば今日イチゴにす
るから明日メロンにしてとか、今日お兄ちゃん
我慢するから明日イチゴ多めにしてとか、兄弟
仲 良 くするからメロンとイチゴ 両 方 出 してと
か、メロンにイチゴシロップかけたらまずかっ
た、とか何か結論出さなけらばいけない。そう
じゃないと 君 たちはどっちも 食 べられないよ
と。君たちがイチゴ大嫌いとかメロン食べるな
ら死んだほうがましという子がいるならそれは
別だけど、たいていの子はメロンよりはイチゴ
の方が好きだけどメロンでもゼロよりは良いよ
ねと。たいていの子は。どうする、というと全
員がじゃあ話し合って結論を出しますと言いま
す。これが本当の意味での合意形成能力だと思
うんです。異なる価値観を持った人を説得した
り、相手を完全に説き伏せるので無くて、折り
合いをつけて結論を出して前に進んでいく、そ
ういう能力がこれからの日本の子どもたちには
必要となっていくんではないか。
　時間なので最後にちょっとだけ。そういうわ
けでグローバル・コミュニケーションスキル大
事なんですけど、日本社会に入るともう 1 個、
別の能力が要求されますね。会議の空気を読ん
んないいで済ませられるのは、島国村社会だか
らですよ。その違いの範囲が限定されているか
ら。だけどみんな違ったら困るんですよ、社会
は。だからみんな違う人を強制的に 1 つにする
んではなくて、みんな違うままでどうにかして
社会を構成していかなきゃいけない。価値観を
1 つにするんではなくて価値観バラバラなまま
で、どうにかして社会をつなげていかなければ
ならない。これが本当の意味での合意形成能力
なんですね。
　それでもう 1 つね、日本の先生は「とことん
話し合え」というんですね。これも島国村社会
だからですよね。とことん話し合って解決する
と思っているからです。とことん話し合ったっ
て、イスラム教徒はキリスト教徒にできないで
すよね。キリスト教徒はイスラム教徒にできな
いんですよ。だから大使館はエルサレムじゃな
くてテルアビブに 置 いといた 方 が 良 いんです
よ。それが知恵ですよね人類の。
　僕はよく、こういう授業、特に小学生とかに
こういう授業をやった最後にこういう話をしま
す。今日は演劇の授業だったんでみんな楽しく
やってくれたけど、難 しいところもあったよ
ね。難しいところ 2 つあったと思います。 1 つ
は今までは先生に、このことについて話し合い
なさいと言われてそのことについてだけ話し合
ってればよかったんだけど、今日の授業は劇を
つくる授業だから、役を決めて、セリフを考え
て、順番を考えて、練習をして、発表までしな
きゃいけない。その時間配分も自分たちで決め
なければいけなかった。ある班はすごく役を決
めるのにもめて、全然練習の時間が足りなかっ
た。
　ある時、20分で 1 回目の発表までするという
授業なんですけど、その20分のうち17分まで役
を決めるのにかかった班があります。しかもそ
のうちの 5 分は、じゃんけんを 3 回戦にするか
5 回戦にするかだけで。でも小学生ってそうな
るんですよ、放っとくと。それで子どもたちに
は「ジャンケンで決めていいことと、 3 分で結
18
すからね、もう全部定めます。でも嫌ですよね。
私たちは日本語と日本文化の中で暮らしていま
す。これを失うのは国際的にも損失です。文化
の多様性が失われてしまいますから。そうする
とどうにかして折り合いをつけていかなければ
いけない。日本文化を保ちながらどうにかして
国際化していかなければいけない。当然ダブル
バインドになります。問題はこんな事に悩むの
は100年前だったら夏目漱石とか森鴎外みたい
に超エリートだけが悩んでいればよかったんで
すよね。あの天才、夏目漱石がロンドンでノイ
ローゼになるわけです。あの秀才、森鴎外がか
のようにと生きると覚悟を決めて二重生活を送
るわけですよね。でも今の若者達は何に苦しめ
られているかさえ分からずに苦しんでいる。教
師や企業は無邪気にダブルバインドを押し付け
ます。小学校でも自分の意見を言いなさい、自
分の意見をきちんと言いなさい。それで突出し
たことを言うと、いじめられる。それで先生に
相談に来る。そうすると先生は「お前、あそこ
はちょっと空気読めよ」という。これもう典型
的なダブルバインドです。これが繰り返されま
す。でも私たちはこれを乗り越えていかねばな
らない。これ高校でよく話をするとよく高校生
から、「じゃあ、どうすればいいんですか」と
質問が来ます。方策はないんだと答えます。方
策はないんだけど、とりあえず先生がそういう
矛盾したことを言ったら「大人は大変なんだ
な」と思え、という風に進めています。しかし
このダブルバインドを受け入れて乗り越えない
限り、本当の意味でのグローバル・コミュニケ
ーション教育は僕はないと思います。アメリカ
化 することがグローバル 教 育 ではないですよ
ね。単純に国際化することがグローバル教育で
はないと思います。日本語と日本文化を大事に
しながら、それをどうやって外国の方たちにも
向こうのコンテクストで理解してもらえるよう
な表現力やコミュニケーション能力を身に付け
ていくか。それが今、本当に日本で求められて
いるグローバル教育ではないかと思います。時
で意見を言うなとか、上司の気持ちを察して動
けとか、そして昨年ひどい言葉が流行しました
ね、「忖 度 しろ」と。グローバル・コミュニケ
ーションスキルと言っている文科省が忖度しろ
と 言ってはダメですよ。あれ 政 策 矛 盾 ですよ
ね、明らかにね。こういうものを心理学用語で
ダブルバインドというわけです。ダブルバイン
ドというのはわかりやすくいいますと、お母さ
んが子ども連れて近所の人と会って、「やあも
ううちの子は勉強できないんですけど体だけ丈
夫ならね」とか言ってて、家帰った途端に「何、
この成績恥ずかしいわね」とか言って、子ども
キョトンとしちゃうわけですね。「さっきいい
って言ったじゃん」って。これは大人にとって
は内と外の使い分けなんでしょうがないんです
けど、子どもは区別付きませんから、これが激
しく繰り返されると、これも心理学用語で言う
と自己喪失感、操られ感、アイデンティティの
崩壊が起こるわけですよね。それが長じて人格
障害や引きこもりの原因になるのではないかと
言われています。家庭の中でもダブルバインド
が強いと引きこもりが起こるわけです。今は日
本社会全体がこのダブルバインド状態にありま
す。当然引きこもりが増えます。当然内向きに
なります。だってどうやって生きていっていい
のかわからないから。でも僕はだからダメと言
っているわけではありません。僕はこれを引き
受けざるを得ないんじゃないかと思っています。
この極東の小さな島国が国際社会の中で生き抜
いていくためには、このダブルバインド状態を
しばらくは引き受けざるを得ない。引き受けな
い方向も 2 つあるんです。 1 つは完全な鎖国で
すね。そうすると今ここにいる外国の方はちょ
っと帰っていただかないといけなくなる。それ
から鎖国をすると3000万から4000万人くらいし
か生きられないんですよ日本の国土では。江戸
時 代 にもどるということです。これは 無 理 だ
と。もう 1 つは完全な開国です。皆さん出勤し
たらですね隣の机の方とのハグ、キスこれを法
律で定めます。もう英語公用語化なんて甘いで
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間も過ぎてしまったのでいったんこれで終わり
にしたいと思います。どうもありがとうござい
ました。
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